
別紙

商業動態統計調査に関する標本設計等

標本抽出（作業フロー図）

(1) 指定事業所調査分

①
経済センサス-活動調査（母集団）を ⑨

母 集 団 名 簿 の 作 成
業種別・従業者規模別に実態把握

② ⑩
販売額を業種別従業者規模別に特性値 除外地域・除外項目の検討及び決定

計算（平均、分散、変動係数等） 母 集 団 名 簿 よ り 削 除

③
悉 皆 調 査 分 の 検 討 及 び 決 定

⑪
悉皆調査分を母集団名簿より削除

④
特異値の検出（スミルノフ検定）

⑤

業 種 別 目 標 精 度 の 設 定

⑥
業 種 別 標 本 数 の 検 討 及 び 決 定

⑫
抽 出 用 業 種 別 従 業 者 規 模 別
母 集 団 名 簿 の 作 成

⑦
従業者規模別標本数の検討及び決定

（ネイマンの配分法による）

⑧
業種別・従業者規模別抽出率の計算

⑬
標 本 の 抽 出

⑭
標 本 ( 指 定 事 業 所 ) 名 簿 の 作 成



(2) 指定調査区調査分

① ⑧
層 区 分 の 検 討 及 び 決 定 商 動 調 査 区 名 簿 の 作 成

② ⑨
経済センサス-活動調査（母集団）に 除 外 地 域 の 検 討 及 び 決 定

おける調査区により商動調査区を作成 商 動 調 査 区 名 簿 か ら の 削 除

③ ⑩
商 動 調 査 区 の 層 化 抽 出 用 商 動 調 査 区 名 簿 の 作 成

④
商 動 調 査 区 の 特 性 値 計 算

（平均、分散、変動係数等）

⑤
標 本 （ 調 査 区 ） 数 の 決 定

⑥
層 別 標 本 数 の 検 討 及 び 決 定

⑦
層別標本数(調査区)の都道府県別割当

⑪
標 本 （ 調 査 区 ） の 抽 出

⑫
標本(調査区)の都道府県による確認

⑬
標 本 （ 調 査 区 ） の 決 定

⑭
調 査 区 事 業 所 確 認 名 簿 の 作 成

⑮
標本（調査区）事業所名簿の作成



(3) 丁２、丁３及び丁４調査対象の選定方法

①丁２調査

家電大型専門店（日本標準産業分類（平成１９年１１月改定）に掲げる細分類５９３

１－電気機械器具小売業（中古品を除く）又は細分類５９３２－電気事務機械器具小売

業（中古品を除く）に属する事業所のうち売場面積が500㎡以上のもの）を10店舗以上有

する企業。

②丁３調査

ドラッグストアを50店舗以上有する企業もしくはドラッグストアの年間販売額が100億

円以上の企業。

③丁４調査

ホームセンターを10店舗以上有する企業もしくはホームセンターの年間販売額が200億

円以上の企業。


